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症状改善を認め疎通性も改善しリスペリドンも徐々
に減量。軽度妄想は残存するも日常生活には支障きた
さなくなったため退院となる。
【まとめ】　甲状腺機能異常ではしぼしば精神症状を
認める事が知られている。その精神症状としては躁・
うつ状態が多く、幻覚・妄想状態は少ないとされてい
るが、今回我々は橋本病にて統合失調症様の幻覚・妄
想等、多彩な精神症状を認める症例を経験した。今後、
幻覚・妄想状態を呈する症例においても甲状腺機能異
常の存在を考慮する必要があると考えられた為、今回
報告に至ったものである。
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　今回我々は当初うつ病と診断された患者がMRIに
より高度の海馬の萎縮を認め認知症と診断された症
例を経験したので報告する。
【症例】　69歳　女性。
　oc：36歳近医Y病院で卵巣嚢腫にて摘出、輸血で
HCV感染
　63歳胃癌にて胃を半分切除
【現病歴】　63歳に胃癌告知された頃より抑うつ症状
出現。術後過呼吸出現、抑うつ症状も増悪し近医の精
神科にうつ病の診断にて2ケ月入院。
　しかし症状改善せず翌年当科受診した。不安、焦燥、
不眠、沿うつ気分みられ、抑うつ症状増悪し平成12年
に7ケ月任意入院、2年後10ケ月間昏迷状態にて医療
保護入院した。
　退院後は家での生活はほぼ自立していたが物忘れ
が出現するようになった。翌年より急に息苦しくなる
などの不安発作がたびたび出現するようになり、救急
外来に受診し処置にて一時的に回復するが、泣きたく
なる、苦しい、死にたい等の訴え続き平成16年に半年
間任意入院となった。その後再び抑うつ症状が増悪し
たため平成18年当科に任意入院となった。外来時と
同じ塩酸ミルナシプラン75mg／day、パロキセチン20
mg／day処方していたが活動性、食欲の波に変化が認
められなかったので2／3に塩酸マプロチリン50mg／
day、塩酸トラゾドン25　mg／day処方したが、徐々に歩
行などの活動性、食欲改善し、時々笑顔もみられるよ
うになった。
　入院半年前から「頭上で歌が聞こえる」との幻聴の
訴えと、「お腹が動いておかしい」「食べ物がお腹のど
こかでもれている」などの心気妄想を認めたのでハロ
ペリドールL5　mg／day処方していたが改善認めず、リ
スペリドン3mg／dayまで増量すると幻聴、妄想が逆
に活発になり独語も著明となりせん妄も出現したの
で入院24日後塩酸アマンタジン、クエン酸タンドス
ピロン2／24塩酸マプロチリン中止、入院38日後ハロ
ペリドール2．25mgとりスペリドンL5　mg／dayとし
た。独語消失しせん妄軽快、幻聴の訴えも減り、失見
当識も改善傾向を示した。
　入院42日後塩酸トラゾドンを50→100mgへ増量
し、その後療養型病院に転院となった。
　入院時と転院後も長谷川式痴呆スケールにて22
～25点と軽度認知症と思われていたがMRI施行した
ところ高度海馬の萎縮を認めた。
【結論】　うつ病が基礎疾患にあった患者の背景に認
知症が隠れていて治療及び診断に注意を要する症例
であったため今回の報告にいたったものである。
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【目的】生体内でのNO系の多岐にわたる生理機能
が相次いで報告されてきた。また、COはNOに類似
した作用があると報告されており、脳神経系に対する
毒性が知られている。COの毒性発現にNOの作用を
修飾して悪影響を及ぼす可能性があると考えられる
ことから、COの中枢NO系への影響について検索し
た。我々は、COのNO系に及ぼす作用について、　NO
の酸化物（NOx）、　Citrulline（Cit）、　Arginine（Arg）、
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